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大
雨
が
も
た
ら
す
災
害

しろ
ちゃん
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こ
ん
に
ち
は
、〝
し
ろ
ち
ゃ
ん
〟
で
す
。

６
月
～
７
月
は
、
梅
雨
前
線
が
活

発
に
な
り
、
雨
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。

　

ま
た
、
台
風
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
の

大
雨
が
引
き
起
こ
す
災
害
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
が
け
崩
れ

　

が
け
崩
れ
と
は
、
地
面
に
し
み
込

ん
だ
雨
水
で
柔
ら
か
く
な
っ
た
土
砂

が
、
山
の
斜
面
や
崖
か
ら
突
然
崩
れ

落
ち
る
現
象
を
指
し
ま
す
。
長
雨
の

後
に
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
一
瞬

の
う
ち
に
崩
れ
落
ち
る
の
で
、
逃
げ
遅

れ
な
ど
で
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

▪
土ど
せ
き
り
ゅ
う

石
流

　

土
石
流
と
は
、
山
腹
や
川
底
の
石
や

土
砂
が
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て
一
気

に
下
流
へ
と
押
し
流
さ
れ
る
現
象
を
指

し
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
の
速
い
、
破
壊
力

の
大
き
な
土
砂
が
、
短
い
時
間
で
広
範

囲
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

▪
洪
水

　

洪
水
と
は
、
大
雨
な
ど
に
よ
り
、
堤

防
の
決
壊
や
河
川
の
水
が
堤
防
を
越
え

た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
陸
地
が
水
没

し
た
り
水
浸
し
に
な
っ
た
り
す
る
現
象
を

指
し
ま
す
。
氾
濫
し
た
水
の
量
に
よ
っ
て

は
住
宅
への
浸
水
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

▪
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と　

◦
突
然
起
き
る
地
震
と
は
違
い
、
大
雨

や
台
風
は
、
正
確
な
情
報
を
得
る
こ

と
で
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

な
ど
か
ら
情
報
を

入
手
し
、
気
象
情

報
に
気
を
配
り
ま

し
ょ
う
。

◦
水
に
よ
る
災
害
の
被
害
は
、
地
形
と

深
い
関
係
が
あ
る
た
め
、
過
去
の
被

害
情
報
が
参
考
に
な
り
ま
す
。
昔
か

ら
住
ん
で
い
る
人
な
ど
か
ら
過
去
に
ど

の
よ
う
な
被
害
が
あ
っ
た
の
か
を
聞
い

て
、
対
策
の
ヒ
ン
ト
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◉景観を考える
　景観の「景」とは景色や眺めなどのことをいい、「観」
は目に映った印象をいいます。この2つの文字の意味
から、「景観」は「風景」や「景色」と同じような意
味で使われています。
◉感じ方は人それぞれ

　これらは、市のいろいろなパンフレットに使われている
写真です。皆さんが好きな田原市の景観は他にもある
と思います。ある人はこの景観が素晴らしいと思っても、

別の人は思わないかもしれません。美しい景観の感じ
方は人それぞれ違うことが、景観の難しさなのです。
◉個性豊かな景観
　渥美半島は、三河湾や太平洋などの海に囲まれ、
半島の中央部には蔵王山や大山などの山が連なって
います。山の裾野には、広大な農地が広がり、特色
のある市街地や集落が点在しています。そのどこもが
地域の個性を表す景観です。
　皆さんが美しいと思う景観をどのようにしたら守ってい
くことができるのでしょうか。
　今後、この連載を通じて、景観を見つめなおし、こ
の素晴らしい田原市の景観を将来の世代に引き継い
でいきましょう。

　この連載は、皆さんに「景観とは何か」「なぜ景観を守らなければならないのか」を知ってもらうために
始めました。田原市の景観をどのようにしていったらよいか一緒に考えていきましょう。
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